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このたびは、弊社製品をお買い上げいたださありがとラございます。 
この説明書の内容をよくご理解の上、正しくご使巧ください。 





特長 


• 虫ち腹折りたたみ式で、薄型•軽量。携帯性に優れています 
• 高画質 80 mm F 3 .曰の E 巨 C FUJINON レンズを搭載 

• 6 x 7 cm 半り、6 xScm 判の画面サイズ切り替えにより、さまざまな使用目的に対応 

• 明るく、見やすいこ重像合致式連動距離計内蔵 

•露出制御は、絞り優先 AE とマニュアル露出合わせが可能 

• 電子制御式レンズシャッターの採用で、長砂時露光ら AE 制御を実現 


〇同栖品 

この製品口ま、カメラ本体じ(州こしソ下の付属品び同個されていまず。箱を開けたときにご確認くださし、。 

□リチウム電池 CR 2 1本 □使用説明書 

□ネックストラップ □保証書 
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〇この使巧説明書の表記について 

IE を：参考になる情報などの記載 
Q :注意などの記載 






























安全にご使用いただくために 

• この製品および付属品は、写真撮影 iu 外の目的に使用しないでください。 

• 製品の安全性には十分配慮しておりますが、下記の内客をよくお読みの上、正しくご使用ください。 
■この説明書はお読みになつた後で、し〇でも見られるところに必ず保管してください。 


A 警告 

A ま意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び 
死亡または重傷を負ラ可能性び想定される内容を 
示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び 
傷害を負ラ可能性び想定される巧容、および物的損 
書のみの発生び想定される内容を示しています。 


A 警告 

® 絶巧に分解しないでくださし)。 

A カメラ(電池)び熱くなる、煙び出る、焦げ臭いなどの異苗を感じたときは、ただちに電ミ也を取り出し 
てください。発火ややけどの原因になります履池を取り出す際、やけどには十分ごを意ください)。 

A カメラを水中に落としたり、内部に水または金属や異物などび入ったときは、ただちに電池を取り 
出してください。発熱'発火の原因になります。 

A カメラは乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤ってストラップを首に卷さ 
付けると、窒息の原因になります。 
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A 警告 

公 電ミ也の分解、加熱、义中への巧入、充電、ショートは絶対にしないでください。破裂の原因にな0ます。 
A 指定(かの電；也を使わないでください。発熱'発火の原因になります。 

A 電池は乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤って飲み込む原因になりまず。 
万一飲み込んだ場合には、ただちに医師の診察を受けてください。 

么ま意 

A 電池の迂)©を誤って装てんしないよラにご注意ください。電ミ也の破裂、液もれによ D 、 発火、けび 
や周囲を巧損する原因となることびあ0まず。 


5 









各部の名称 


*() 巧のページに詳しい説明びあります。 
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ファインダー巧物窓 


露出補正目盛り ( P .30) 


ファインダー採光窓 
露出受光窓- 


ダイヤル□ックお除 
ボタン （ P .28) 



シャッタースピード 
ダイャル ( P .27、28、30) 

-露出補正ダイヤル 

( P .30) 
フィルム感度設定 
ダイヤル ( P .22) 

—シンク□接点 
( P .31) 


前カバー□ック 
解除レバー 
( P .14、 1己） 


ストラップ吊り 
金具 ( P .10) 


撮穀レンズ 


被写界深度表示 （ P .33) 
距離調節リング （ P .2 己) 


前カバー （ P .14、 1己) 


蛇腹 


絞 0 U ング （ P .27、28) 




























ホットシユー ( P .31) 


フイルムカウンター （ P .22、26) 



ファインダー接眼部 
( P .1 1、2己） 


フイルムインジケーター 
ポケット 


雲ぶた開放つまみ 
{ P .17) 


-シャッターボタン ( P .26) 

ケーブルレリーズねじ巧 ( P .32) 


フィルム巻さ上げ 
ダイヤル （ P .22、26) 


フィルム種別表示窓 ( P .18) 
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各部の名称 
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フイルム圧板- 

フイルム f 甲さえばね 


スタートマークく目 X 目 cm 判 > ( P .21) 
スタートマークく目 X 7 cm 判 > ( P .21) 


-画面ヴイズ切り替え 

< 邑 X 目 cm 半り/6 X 7 cm 判> 

( P .19) 


フイルム供給室 （ P .20) 


フィルム巻さ取0室 
( P .20) 


フィルム種別切り替え 
く 120フイルム/22日フイルム> ( P .18) 


スプール 

( P .20) 


兰脚ねじ巧 


フイルム装てんノブ （ P .2 日） 一 ■ I — スプ- ル リリ_スボタン (ホ） ( P .20) 




























I ファインダー内表示 


可動フレーム （ P .19、24) 






一 ^ 

1 

5- 

I 

- 
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的 

扣 

16 

2s 

4s 

ド/ 


ブライトフ レーム 
( P .19、24) 


画面サイズ表示 

( P .19) 


二重像合致部 ( P .25) 


絞り優先 AE 表示 ( P .27) 

シャッタースピード表を ( P .27、29) 

く絞り優巧 AE 時> 

撮影時のシャッタースピードが点灯表示されます。 

* 力ラび測光した適正露出値でず。 

く マニュアル 露出時> 

設定したシャッタースピードが点灯表示されまず。 

• 点灯表示政がに、他のシャッタースピードが 
点ミ威表示されている場合：適正露出が得られません。 
* カメラび測光した適正露出の値び点滅表示されます。 
一点な表示のみになるよラにシャッタースピード 
か絞りを調節すると、適正露出び得日れます。 


Q 已〇0 " が速い点滅:測光範囲列けーノく一)です。 

"4 S " が速い点滅:測光範囲がヴンダー)です。 

一数字び点口するように、露出を調藝してください。 




















1 .ストラップの取り付け 



市販のストラップをご使用になる場ちは、スト 
ラップの強度をご確認の 上、 ご使用ください。携 
帯電話、 PHS 用ストラップは軽量機器用ですの 
で、使用しないでください。 


ストラップ吊り金具にストラップを通します。 
ちょうどよい長さにバックルで調節します。 
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2 .ファイン タ ーアイピースの 着脱 

ファインダーアイピースは、ねじ込み式 （ Ml 日）です。 

ファインダー像がはっきり見えない場合は、視 
度補正レンズ(別売)をご使用ください。 

お視の方は©側、遠視のちは®側が適します。 


取り付けるときは、時計回りに回します。 
取り外すと封ま、反時計回りに回します。 



誦準 i 
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3. 電池を入れる 



〇使用ずる電池 
リチウム電池 
CR 2(3 V ) 1本 


〇新品電池では約2,000コマ(常温)の撮影ができます 
(当社試験条件による)。 

〇旅巧やたくさん写真を撮られるときは、万一の場合に 
備えて予備の電池をご用意ください。特に海がでは、 
地域によっては電池の入手び困難な場合があります。 



〇電池ぶたをコインなどで反時計回りに回し 
て外します。 



















O 電池の®側を下にして人れます。 



〇電池容量に ついて 

シャッターボタンを半押しして、ファインダー内の A およびシャッタースピード表示の点口 •点滅で電池 
容量を確認でをます。 

設定した表示 ( A •シャッタースピード)が点灯:電池容量は 0 K です。 

設定した表示 ( A •シャッタースピード)が速い点ミ威:電池容量が少なくなっています。新しい電池と 

交換してください。 

設定した表示 ( A •シャッタースピード)び点巧しない:電池容量がなくなっています。新しい電池と 

交換してください。 

* この状態でシゎッターボタンを巧ずことびでさますび、シャッター羽根は開さませんので、ホ露光になりまず。 

* フイルムを巻さ上げることはでさますび、フイルムを巻さ上げた渡にシゎッターボタンを巧すと、未露光になりま 
すので、ごを意ください。 
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4 .前 カバーの 開け方 履源 ON ) 


前カバーを開けると、電源が入ります。 



口穿前カバーの□ックが解除されます。 



©前カバーを止まるまで引き起こします。 

腹"レンズび撮影状態にセツトされます。 


〇前カバーは静かに開けてください。速く開けると、蛇 
腹が変型することがあります。 

































已.前 カバーの 閉め方 履源 OFF ) 


前カバーを閉めると、電源び切れます。 



縮めます。 


距離調節リングが"〇〇"になっていないとをは、レ 
ンズが繰り出しています。 

本機では、破損防止のため、距離調節 リングが" 〇〇" 
になっていないと、前カバーの□ックが解除され 
ず、巧りたためない構造になっています。レンズ 
を繰り出したまま無理に巧りたたむと、カメラが 
破損ずることがありまず。 


〇前カバーを閉めると、シャツターボタンは□ックされ、 
シャッターは切れません。 



引さます。 

1^前カバーの□ックが解除されます。 

©前カバー□ック解除レバーを引いたまま、 
前カバーを折りたたんで閉めます。 

レンズフードやフイルターなどをレンズに取り付 
けたまま、前カバーを閉めることはでをません。 
無理に巧りたたむと、カメラが破損することがあ 
0ます。 
















































6 .レンズフードの着脱 

〇レンズフードの 
上下のノブを押 
さえながら 

0レンズフードを 
レンズに取り付 
けます。 

〇レンズフードの向さに 
ま意して、取り付けて 
ください。 

無理に取り付けると、 
破損するおそれがあり 
まず。 

〇フィルター取り付けアダプターリング 


フィルター 


アダフターリング 


〇レンズフード後面のアダプターリングを矢印 
方向に回して外します。 

Q アダプターリングにフイルターを取り巧けて、 
16 0レンズフード後面から取り付けます。 



レンズフードは 別売です。] 



7 .フィルターについて I 

I 使用できるフィルターについて 

■ レンズフードにフィルターを取り付ける場含 
4 a 己 mm サイズのフィルターをご使用ください。 

• PL フィルターなどフィルター I 」ングの厚いフィル 
ターは、画面がケラレます。 

• PL フィルターは、広角レンズ用の薄枠タイプをご使 
用 < ださい。 

• レンズフードに薄粋タイプの PL フイルターを取り 
付け、その状態で目視で効果を確認してレンズフー 
ドをカメラに取り付けると便利です。 


■ レンズの鏡筒に直接フィルターを取り付け 
る場含 

已 8 mm ヴイズのフイルターをご使用くださし、。 


• 58 mm サイズのフイルターを取り付けて、レンズフー 
ドを装着すると、レンズフードの位置ミ夫めがで走ませ 
ん。レンズフードが曲がって取り付けられると、画面 
がケラレることがありますので、推奨いたしません。 

• PL フイルターなど、フイルター U ングの厚いフイル 
ターを取り付けて、レンズフードを装着すると、画面 
がケラレます。広角用の薄砕タイプの PL フイルター 
はケラレません。 


レンズフードやフィルターなどをレンズに取り付けた 
まま、前カバーを閉めることはできません。無理に巧 
りたたむと、カメラが破損ずることがありまず。 


















フイルムの装てんと各部の操作 


フイルムの装てん 


■使用ずるフイルム 

120/220フイルム 



0裏ぶたを閉じる場合は、パチンと音がする 
まで、静かに裏ぶたを押してください。 


〇イージー□ーデイング 
に対応 

リーダーペーパーの先端の巧をスプール溝に 
設けたフックに引っ掛けるだけで、簡単•確実 
にフイルム装てんでさる機構です。遮光紙の 
にるみやフィルムの巻を太りを抑え、確実に装 
てんでさます。 


〇フィルムの装てん•取り出しは、直射日光を避けて巧っ 
てください。 

〇フィルムを装てん•取り出すときに、巧部にゴミやホコ 
リが入らないようにご注意くださし1。ゴミやホコリが 
入ってしまったら、34ぺージの r カメラの保守•点検、 
取扱上のごま意」を参考に、カメラを清掃してください。 
〇撮影途中のフィルムが入っているときは、絶対に裏ぶ 
たを開けないで<ださい。 















フイルムの装てん 



裏ぶたのフィルム圧板を指で押さえながら、 
使用するフィルム表示の方にフィルム種別切 
り曾えがくるよラに動かします。 

B 置フイルム種別切0替えに合わせて、ピント位置と 
フイルムカウンターが自動的に切り替わりまず。 
設定したフイルムの種別び裏ぶたのフイルム種別 
表の窓 I し表のされます。 



[po] 


〇フイルム撮影枚数 



120フイルム 

220フイルム 

日 X 7 cm 判 

10枚 

20枚 

日 X 目 cm 判 

12枚 

24枚 


1201/2フイルム （6 X 6 cm 判己枚撮り）を使 
用する場合は、フイルム圧板を"12日"にセットし 
ます。 

ただし、フイルムカウンターは連動しませんので、 
己 X 日 cm 判は日枚撮影後、6 X 7 cm 判は己枚撮 
影後ちフイルムは空送りしません。規定枚数撮影 
後は空写しして、フイルムを巻を上げてください。 



























裏ぶたを開けて、 

画面サイズ切り替えをコインなどで回して設 
定します。 

陪日 X 日 cm 判に設定ずると、アパーチヤーの両側か 
5マスクが出ます。 

画面サイズを切り曾えると、フイルムカウンター、 
ファインダー内のブライトフレームが自動的に切 
り替わりまず。 


■ 6 x 7 cm 判の場合 


□ 


■ 6 X 目 cm 判の場合 


□ 

吗 


フイルムの装てんと各部の操作 
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フイルムの装てん 



〇裏ぶたを開け、スプールリ 
リースボタン(ホ)を押します。 

D 置スプール(フイルム)装てんノブが 
出ます。 


0空スプールをフィルム巻き 
上げ室(ち側)に装てんします。 

©スプール装てんノブを押し 
民します。 


〇フイルムのシールテープ 
をはがし、フイルムを 
フィルム供給室(左側）に 
装てんします。 

©フイルム装てんノブを押 
し戻します。 
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フイルムの装てんは、必ず前カバー 
を閉じた状態で行ってください。 


Q カメラ上部のスプール軸を垂直にし 
て、スプールの溝に合わせると簡単 
に装てんでさます。 




























フイルムを装てんしたら、必ずフイルム感度も設定してくださしバー 22 ページ)。 


フイルムの スタートマーク 舍ねせ 


フイルムのスタートマークとカメラの各サイズ 
のスター トマークを含わせます。 


6 X 7cm 判のとを 


[^6x61 



■ フジフイルム r イージー 
□ーディングフィルム」を 
使用する場合 
①リーダ ー ぺ ー パ ー の先端にある丸い巧 
(已 mm 径)を空スプールの溝に差し込み、ス 
プールの中のフックに引っ掛けます。 

霞引っ掛かったことを確認して、フィルム巻き 
上げダイヤルを回し、リーダーペーパーのス 
タートマークをカメラのスタートマークに 
合わせます。 

■ フジフイルム ly 外のフィルムを使用する場含 
①リーダーペーパーの巧端を空スプールの溝 
の 長い方に差し込みまず。 

霞短い溝か 5 リータ’ ー ペーノ（一の先端が出る 
まで押し込みます。 

感溝か 5 出した先端を内側へ折り込みます。 

④ゆっくりとフィルム巻き上げダイヤルを回 
して、フィルムを巻き上げてみて、空回りせ 
ずにペーパーがスプールに 巻を取 5 れ てし、 
<ことを確かめてか！ 5、スタートマークまで 
フイルムを送ります。 



〇巻き太り防止のために 

フィルムをしっかり、ゆるまないように巻き上げ 
るには、リーダーペーパーが浮き上が5ないよう 
に、供給側のリーダーペーパーを軽く指で押さえ 
なが5強く巻き締めてください。 

〇 220フィルムのスタートマーク位置について 

220フィルムは、遮光性確保のために、リータ‘一 
ペーパーが12日フィルムよりち長く、また特殊な 
機器用に正規のスタートマークより手前に点線表 
示がありまず。この点線マークは、本機のスター 
トマークではありませんので、矢印のスタート 
マークまでフィルムを送ってください。 



^フイルム S てんと各部の操作リ 






















フイルムの装てん 


フィルム感度の設定 _ 

旧02已〜3吕日 0(1/3 ステップ刻み）で設定 
でさます。 

フイルムを装てんしたら、必ず使用するフィル 
ムの感度に設定してください。 



0ダイヤルを回して、使用するフィルム感度 
を指標にちわせます。 


確実にクリックのある目盛りにセットしてくださ 
い。目盛りし U 外の位置に合わせると、正確な露出 
が得られません。 



フイルムを装てんし、裏ぶたを閉めたら、 
フイルム巻き上げダイヤルが止まるまで、フイ 
ルムを巻き上げます。 

豚フイルムカウンターび" S " 一" 1" になったら、撮影 
可能状態です。 


Q 前カバーは開いていても閉まつていても、フィルム卷 
き上げダイヤルは回せます。 

〇前カバーが開いた状態でフィルムを装てんした場合、 
フィルムカウンターが"5"^"1"になるまでシャツ 
ターボタンを押さないでください。1枚目のコマがケ 
ラレたり、画面の重なりが生じることがあります。 




















フイルムの取り出し 



規定撮影枚数の撮影が完了した5、 


〇フイルムが完全に巻き取られるまで、フイ 
ルム巻き上げダイヤルを回します。 

臨 U —ダーペーパーの末端びフイルム供給側のス 
プールから外れると、卷さ上げび輕< な0まず。 
軽くなって2〜3回空転させると、確実にフイルム 
の巻さ取りび完了します。 



©スプール リリースボタンを押して、 

0撮影済みフィルムを取り出します。 

〇巻さゆるみがないよラに、エンドシールで 
しっかり留めます。 

次の撮影準備のため、空スプールをフィルム卷 
き取り室側に移しておきます。 


撮影した□—ルフィルムは、遮光紙に巻かれていますが、万一ゆるみがあると、 
隙間から感光することがあります。明るいところに放置せず、袋やバッグなど 
の暗所に保管してください。 


^フイルム S てんと各部の操作の 



























構えち 



両脇を締め、カメラを両手でしっかり持って 
構えます。 


〇撮影距離 

0.9 m 〜〇〇 


〇視野率 

3 m で約88%でず。 


〇ファインダーの視野とパララックス(視差） 



ファインダーのブライトフレーム巧で構図を巧めまず。 


、.………1 

ピント調節により、ブライトフレームの上辺と左辺が自動的に動き、 


； 1 i 

バララックスが補正されまず。 


: □ h 

パララックスちほとんど起こ5ず、ブライトフレーム内の被写体は、 


i i 

し 

実画面のほぼ中央に写りまず。 



























ピントの合わせち 


〇 




二重像合致部 



0 由砸 


ピントのズレた状態 


ピントの合つたが態 


〇ファインダーをのぞき0距離調節リングを回し 
ながら、主被写体を画 て、 

面の中央にとらえます。 


〇中央の黄色の部分に見える被写体の 
こ重像が合致するよラにします。 


〇ファインダーを斜めか5のぞ 
くと、測距精度がお下します。 
ファインダー接眼部の真正面 
からのぞいてください。 


〇赤がフィルムのピント調整 

通常のフィルムは、可視光線でピントが合いまずが、赤が線は可視光線と焦点 
を結ぶ位置がズレまず。赤が撮霞の場合は、距離計でピントの合った距離を、 
距離指標の隣にある赤マーク(赤外補正マーク）にずらしてください。赤外線 
による焦点移動量び補正されます。 


フイルムの装てんと各部の操作 巧 











































シャッター操作とフイ J レム卷さ上げ 


フイルムカウンターが" rm 降になっていれば、シャツターボタンを巧すと、シャツター羽根び開閉 


します。 



〇カメラブレはシャープネスを劣化させる原因となりま 
す。カメラをしっかりホールドし、を定させ、静かに 
シャッターボタンを押して<ださい。 

また、室内や夜景などの撮影で、シャッタースピードが 
1/30秒より遅くなるときは、できるだけ王脚とケー 
ブルレリーズをご使用ください。 

Q 空シャッターは、裏ぶたを開けた状態でないと切れま 
せん(一34ページ)。また、空シャッター時に巻き上げ 
操作の必要はありません。 



止まるまで回します。 

B 赏フイルムび卷さ上げ日れます。 

フイルムカウンターが1ずつ進みます。 


* フィルム巻さ上げダイヤルは矢印方向と反対方向にを作 
動し、か刻み巻さ上げち巧能です。 

フイルム巻き上げダイヤルは、親指と人差し指で 
つまみ、ゆっくりと回してください。急な卷さ上 
げ操作は、画面間隔のバラツキや画面の重なりな 
どの原因となります。 

































露出の決めち 


良ミり優先 AE 

絞りを設定すると、適正露出になるよラに、カメラが自動でシャッタースピードを設定します。 



〇シャッタースピードダイヤルを" A " に合わせ 
ます。 

陪 " A " にセットずると、シャッタースピードダイヤルは 
□ックされます。 

〇絞りリングを回し、設定したい絞り値を指標に 
合わせます。 

数字間のクリックは、1/2絞りでず。 


クリックのあるところにセットしてください。中間に 
セツトすると、露光不良の原因となります。 


〇ファインダー巧表示について 

* シャッターボタン半押し時 

1- yA —絞り優先 AE のときに 

点巧します。 

* 露出浦正中（一30ぺ一 
ジ）は点滅します。 


シャッタースピード表示 

撮影時のシ ャッ タースピードが点灯表示され 

まず。 

* カメラび測光した適正露出値です。 

〇 "巳0日"が速し、点滅：測光範囲がけーバ ー) です。 
"4 S " が速い点;威：測光範囲列(アンダー)です。 
^数字が点口するょラに、絞りを調壁して 
<ださい。 


かシャツ タ—ボタンを半押しした状態で 、 AE □ツ 
クされまず。半巧しをしたままカメラの向さを 
変えても、測光したときの露出値が保持されます。 


500 
250 
12日 
60 



























露出のミ夫め方 


28 


マニュアル露出〜絞りとシャッタースピードの設定〜 
く絞りの設定> 


〇ダイヤル□ック解除ボタンを押しながら、 

Q 設定したいシャッタースピードを指觀こ 
合わせます。 

幅=シャッタースピードダイヤルは、1ステップごと 
のク U ックストップ付をでず。 

〇シャッターボタンを巧し、シャッター羽根が開いてい 
るとき(露光中）にフィルムを巻き上げると、画像が流 
れます。特に露光時間が長くなるとき （B (バルブ)撮影、 
シャッタースピードを長秒時にセツトしたとき、絞り 
優先 AE でシャツタースピードが遅くなるとき）にはご 
を意 < ださい。 


クリックのあるところにセットしてください。中 
間にセツトすると、露光不良の原因となります。 



絞りリングを回し、設定したい絞り値を指標に 
合わせます。 

陪^数字間のクリックは、1/2絞りです。 


<シャツタースピードの設定> 


































o ファインダー内表示について 

* シャッターボタン半巧し時 



マニュアル露出のとさ、" A " は表示されません。 


シャッタースピード表示 

設定したシャッタースピードが点灯表示されまず。 

•点口表示しソ列に、他のシャッタースピードが点ミ威表示 
されている場ち：適正露出が得られません。 

* カメラび測光した適正露出の値び点;嘯表示されまず。 

一点口表示のみになるよラにシャッタースピードか絞り 
を調節すると、適正露出が得られます。 

Q "已00"が速い点滅：測光範囲が(才ーパ’一)です。 

"4 S " が速い点滅：測光範囲外(アンダー)です。 

一数字が点灯するよラに、露出を調整してください。 


^フイルを琴を各部の操作 
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露出のミ夫め方 


露出補正 


絞り優先 AE 撮影時は、露出補正できます。 
± 2 ( 1/3ステップ単位)で設定できます。 



露出補正ダイヤルの" A " を設定したい露出ネ甫 
正値に含わせます。 

D 置ファインダー内表示の" A " が点滅しまず。 


マニュアル露出時には露出補正でをません。 


〇受光性特性 

本機は、中央部重点平均測光を採用していまず。 

(已 X 7 cm 判の長辺•短辺の約1/吕の中央範囲を測光） 

順光、反逆光での露出精度は高く、露出補正の必要は 
ありませんが、逆光や強いトップライトの被写体では、 
露出に穀響が出まず。その場合は、カメラを下向きに 
して AE □ックしたり、露出補正してくださし、。 


巨（バルブ)撮影 



〇シャツ タ-スピ-ドダイヤルを"巨"に合わ 
せます。 


Q シャッターボタンを押すと、シャッター羽 
根が開きます。シャッターボタンを離すと、 
シャッター羽根が閉じます。 


シャ ッターボタンを押して シャッ ター羽根び開く 
と、シャッターやカメラ内部の電子回路は無通電 
状態となります。したがって、電池は消耗しませ 
んので、天体写真などの長時間露出でも電池の消 
辞を気にせずに撮影できます。 


















フラッシュ撮影 

レンズシャッターなので、全シャッタースピードに同調します。 


■ クリップオンタイプの小型フラッシュを 
使用する場含 



カメラ上部のホットシューにフラッシュを取り巧 
けまず。 


ホットシュー接点のないフラッシュを使用 
する場含 



シンク□コードをカメラのシンク□接点に接続し 
てぐださい。 


^フイルム S てんと各部の操作 
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ケーブルレ U —ズの接続 

市販のケーブルレリーズなどを接続することができます。 



シャツターボタン中央のケーブ j レレリ —ズ 
ねじ穴にケーブルレリーズを差し込みます。 
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E 巨 C FUJINON 80mm F3 .已レンズ 


被写界深度表 

レンズは、ピントを合わせた点を中むに、その前後のある範囲まで鮮鋭な像を結びます。これを 
「被写界深度」といい、レンズの焦点距離、絞り、撮影距離に応じて変化します。 

レンズの被写巧深度表示で絞りごとの被写界深度を確認でさますが、詳しくは r 被写巧深度表」を 
ご利用ください。 


許容錯乱円0.0日 mm 単位 : m 


距離 

0.9 m 

1.0 m 

1.5 m 

2.0 m 

3.0 m 

4.0 m 

已 .Om 

6.0 m 

10 m 

20 m 

〇〇 

F 3 .己 

日.8白〜 
日.白1 

0.98- 

1.02 

1 .4 色〜 

1.巳已 

1 .92 〜 
2.09 

2.8 日〜 
3.23 

3.6 已〜 
4.44 

4.4 己〜 
已 .71 

已ぶ2〜 

7.07 

7.97- 

13.48 

13.18〜 
42.17 

37.9 色〜 

00 

F 4 

日.8日〜 
0.92 

0.98- 

1.02 

1 .4 己〜 

1.巳已 

1.白！〜 
2.10 

2.78 〜 
3.26 

3.6 1〜 
4.49 

4.40 〜 
已 .8 日 

巳.1已〜 

7.22 

7.80- 

14.03 

1 2.7 日〜 
48.1 

34.17〜 

00 

F 已.巨 

0.88 〜 
0.92 

0.97 〜 
1.03 

1 .43 〜 
1.58 

1.87 〜 

2.1 已 

2.7 日〜 
3.38 

3.47 〜 
4.73 

4.1 目〜 
6.22 

4.8 日〜 
7.88 

7. 14 ~ 
16.86 

1 1.03- 

00 

24.18〜 

00 

F 8 

0.87 〜 
0.93 

0.9日〜 
1.04 

1 .4 日〜 
1.61 

1.82 〜 
2.22 

2.已白〜 

3.57 

3.2 目〜 

巳.12 

3.日3〜 
6.93 

4.巳！〜 
白.日7 

日.3日〜 
23.60 

9.32- 

00 

17.1 已〜 

00 

F 1 1 

打8日〜 
日.9已 

0.9 巳〜 
1.06 

1.37 〜 
1.67 

1 .7 巨〜 

2.33 

2. 4巨〜 
3.88 

3.08 - 

已ぶ日 

3.61 〜 
狂27 

4.日日〜 

1 1.54 

5.57 - 
已已 .0S 

7.64- 

00 

12.17- 

00 

F 16 

0.84 〜 
0.97 

0.93 〜 
1.09 

1.32 〜 
1.7 巳 

1.巨8〜 

2.50 

2.2 白〜 
4.42 

吕召！〜 
7.17 

3.吕已〜 

1 1.41 

3.62- 

18.88 

4.7 吕〜 

〇〇 

6. 11〜 

00 

狂巨已〜 

00 

F 22 

打82〜 
1.00 

0.白〇〜 
1.13 

1.2 目〜 
1.88 

1.己7〜 
2.80 

2.0 白〜 
巳.巳3 

吕.巳1〜 
10.78 

2.8 巳〜 

24.97 

3.13- 

00 

3.90〜 

00 

4.78 〜 

00 

巨.1巨〜 

00 
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カメラの保守•点検、取扱上のごを意 


■ 撮影前にカメラの点検を 

本番撮影に際しては、フィルムを装てんする前こ、必ず下 
記部分の点検を励行ずるようお願いします。 

①フィルムの巻き上げ 

裏ぶたを開け、フィルム巻き上げダイヤルびスムーズ 
に動作するととをに、フィルム巻き取り室にあるス 
プールの受け具び確実に動作することを確認しまず。 
霞裏ぶた内部 

裏ぶた、本体内部の各□ーラー計3本びスムーズに回 
転し、また確実に取り付け6れていることを確認しま 
す。それから、フィルムび確実に給送されること、巻 
さ取り室にあるフィルム押さえばねび適当なばね圧 
で取り付けられていることを確認しまず。 

感距離計 

ファインダーの二重像で、無限遠(〇〇)と近距離のピン 
卜合わせを行い、レンズの距離目盛りびそれぞれ無限 
違批)と近距離に位置しているかを確認してください。 
CD シャッター 

裏ぶたを開けて、空シャッターを切ったとを、それぞ 
れのシャッタースピードで作動することを確認して 
<ださし、。 

⑥絞り 

裏ぶたを開けて、絞り U ングを回したとを、確実に絞 
り羽根び動作することを確認します。 

CD シンク□同調 

フラッシュをセットしたら、裏ぶたを開け、絞りは開 
放、シャツタースピードを使用する値にしてください。 


空シャッターを切ったとを、確実にレンズから光び入 
り、同調ずることを確認してください。 

CD 露出表示 

シャッターボタンを半押しして、絞り、シャッタース 
ピード、フィルム感度を変えたとさ、ファインダー内 
表示び確実に変わることを確認しまず。 

常に安むして使用ずるためにち、撮影前の点横と定期的 
なオーバーホールを 行って< ださい。 

■レンズの清掃の仕方 

レンズのずり傷は、皆様がご想徹する政上に、シャープネ 
スの劣化につながりまず。なんとなくコントラストが低 
下し、しまりのない写真になったら、レンズのすり傷が原 
因になっていることが考えられまず。 

そこで、レンズの清掃は、 lU 下のようにま意深く行ってく 
ださい。 

① レンズ表面のゴミ、ホコリをブ□アーブラシで吹き飛 
ばして < ださい。 

② クリーニングペーパーに市販のレンズク U —ニング 
液を浸して、軽くレンズの周辺に向かって、回しなび 
らふさ取りまず。 

③ レンズの巧れび取れたら、乾いたク U —ニングペー 
パーで、レンズク U —ニング液のふをむらを、レンズ 
の中むから周辺に向かって、回しなびらふを取ります。 

レンズにゴミ、ホコリなどび付いているとき、息を吹きか 
けてシリコンク□スなどでふくことは絶対に避けてくだ 
さい。すり傷発生の原因となりまず。 



A カメラをめ 5 したり、めれた手で触ったりしないでください。 


■カメラの清掃について 

• ミちれをふさ取るのに、シンナー、アルコールなどの溶 
剤は使巧しないで < ださい。 

• 撮影前後に、カメラの清掃を行ってください。ブロ 
アーブラシでホコ U を払い、カメラの外側はシリコン 
ク□スなどの柔らかい巧でふいてください。 

• フィルム室に巧れやホコ U びあると、フィルムを傷つ 
けることびあります。特に力;ラ巧部の清掃は常に 
む掛けて < ださい。 

■フイルムの出し入れについて 

フィルムの出し入れは、必ず直射日光を猫ブ、日陰などで 

行ってください。 

■電池について 

• 低温下では、電池は性能び低下する性質を持っていま 
す。常温に房れば性能は回復します。低湿下での撮 
影には、新しい電泡を使巧し、予備の電泡をポケット 
などに入れて、湿めなびら交互に使ラなどの方法を 
とってください。消耗した電池では、極温時、力;ラ 
び作動しなくなることびあります。 


■保管について 

• 夏期は、高温の自動車の中や湿気のある場所に長時間 
保管しないでください。 

• カメラを保曽ずるとをは、湿気、ホコリ、熱の影響の 
ないところに収納してください。 

• ナフタリンなど防虫剤のガスは、カメラにもフイルム 
にも有害ですから、たんすなどへの収納は避けてくだ 
さい。 


■使用温度範囲 

このカメラの使用湿度範囲は、一10む〜+4ぴ C です。 
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アフターサービスについて 

お手持ちの製品が故障した場合には、;欠の要領で修理さ 
せていただきまず。ご購入店または富±フイルムサービ 
スステーシヨンに直接お申し出<ださい。それ LU 外の責 
は、ご容赦いただきます。なお、保証、使いちなどのご不 
明な点につきましても、裏面に記載の富±フイルムフイ 
ルムカメラお客様相談窓口か富±フイルム修理サービス 
センターまたはお近くの實±フイルムサービスステー シヨ 
ンをご利用 < ださい。 


參讀料修理 

故障した製品についてはご購入年月、販売店名の記入 
された、ご購入曰より]年政内の保記書び添付されて 
いる場合には、保証書に記載されている内容の範囲内 
で、無料修理させていただをまず。 

ホ詳し<は、保証書に記載されている製品保証規定 
をご覧ください。 

♦ 有料修理 

保証期間を過ざた修理は、原則として有料となります。 
保証期間内であってを、下記のよラな場合はすべて有 
料となりまず。また運賃諸掛かりは、お客様にてご負 
担願いまず。 

1. 修理ご依頼の隙、保証書の提示または添付のない 
をの。 

2. 保記書にご購入年月、販売店名び記入されていな 
い場合、または記載事項び訂正された場を。 

3. 實±フイルムサービスステーションまたは富±フ 
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イルム修理サービスセンター政がで分解、修理さ 
れたちの。 

4. 火災、地震、風水害などの天災による損傷、故障。 

已.お取扱上の不注意(使巧説明書し U がの誤操作、落 
下、衝撃、水掛かり、砂•泥の付着、カメラ内部への 
水•砂•おの入り込みなど)、保管上の不備(高温を 
湿やナフタリン、しよラのうの入った場所での保 
管)、お手入れの不備(かび発生など)により生じた 
故障。 

6. 前記政がで弊社の責に帰すことのでをない原因に 
より生じた故障。 

7. 各部点検、精密検査、分觸掃除などを特別に依頼 
されたちの。 

• 修理不能 

浸(冠)水、強度の衝撃、その他で損傷びひどく、故障 
前の性能に復元でさないと思われるわの、および部品 
の手当び困難なをのなどは修理できない場合もあり 
ますので、富±フイルム修理サービスセンターまたは 
お近くの實±フイルムサービスステーションにお問 
い合わせ < ださい。 

• 修理部品の保有期間 

この製品の補修用部品は、製造打ち切り後10年を目 
安に保有しておりますので、この期間中は原則として 
修理をお引き受けいたします。なお、部品保有期間終 
了後でち修理でをる場合ちありますので、詳しくはご 



購入店か富 ± フイルム修理サービスセンターまたは 
お近くの實±フイルムサービスステーションにお問 
い合わせください。 


• 修理ご依頼に際してのごを意 

1 . 保証規定による修理をお申し出になる場合には、 
必ず保証書を添えてください。 

2. ご購入店や實±フイルム修理サービスセンターま 
たは實±フイルムサービスステーションで、ご指 
定の修理箇所、故障内容を詳しくご説明ください。 
故障の状態によっては、事故となったフィルムな 
どを添えてくださると修理作業の参考になりまず。 

3. 修理箇所のご指定びないとをは、弊社では各部点 
おをはじめ品質、性能上必要と思われるすべての 
箇所を修理しますので、料金び高くなることがあ 
ります。 

4. 修理料金び高く見込まれる修 i 里のとさは rooo 
0円政上は連絡してほしい」と金額をご指定くだ 
さい。ご指定のないときは、1乙000円巧の料 
金で修理完了する場合は修理を進めさせていただ 
さまず。 

日.修理に関係のない付属品類は、紛失などの事故を 
避けるため、修理品から取りがしてお手をとに保 
管して < ださい。 

巨.修理のために製品を郵送される場合は、ご購入時 
のが箱などに入れてしっかり包装し、必ず書留ル 
包でお送りください。 
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主な仕様 


お式 

6 X 7 cm 判距離計連動式蛇腹巧0たたみ式カメラ 

画面サイズ 

実画面サイズ 

日 X 7 cm /目 X 6 cm 判画面サイズ切り替え式 

6 X 7 cm 判:日日 mm X 69 mm 6 x 6 cm 判:己日 mm x 56 mm 

使用フィルム 

撮影枚数 

120/2 吕〇 □-ルフイルム 
曰 X 7 cm 判12日：1日枚撮り、2吕0:2日枚撮り 
曰 X 目 cm 判120:1吕枚撮り、2吕0:24枚撮り 

撮影レンズ 

EBC フジノンレンズ f 二 S 日 mm 1:3.己 

4群6枚構成 

絞り 
対角線画角 

F 3 .己〜 F 22 

日 X 7 cm 判:己ア （3 己 mm 判4日 mm 相当）目 x 目 cm 判:己3° (3 已 mm 判 44 mm 相当） 

距離合わせ 

撮影距離 

手動式直進へ U コイド(全体繰り出し） 

0.9 m ~〇〇 

ファインダー 

二重徹合致式距離計内蔵採光式ブライトフレーム 
日 X 7 cm /目 X 6 cm 判画面切り替えでブライトフレーム自動切り替え 

倍率 
基線長 

0.7 倍 

37.0 mm (有効基線長:2己. 9 mm ) 

パララックス自動巧正 

視野率 
視度補正 

3 m ：88% 

接眼枠 （ M 1日ねじ）に視度補正レンズ装着可 

ファインダー内表示 

LED の露出表示 （ A •シャッタースピード） 

絞り優先 AE 時: A 、 適正シャッタースピード 
マニュアル露出時: A 消な、適正シャッタースピード点打、 

適正露出がのシャッタースピードを設定した場合は点滅 
連動範囲が："已日 0" または" 4S" が点滅 
バッテリー電圧警告;設定表示が速 < 点ミ威 










シャツター 

電子制御式レンズシャッター(スピード制御） 

シャツタースピード 

巨、4秒〜1/已〇日秒（ただし、絞り開放、 F 4 のとき：1/2已〇秒、 F 已 .6 掛上のとき：1/已〇〇秒） 

シンクロ 

X 接点、全速同調 

シンク□ターミナル、ホットシュー付走 

露出制御 

中央部重点平均測光受光素子 : SPD 

連動範囲 

EVO . 已〜 18(150100) 

撮影モード 

破り優先 AE 、 マニュアル露出（定点合わせ） 

AE □ック：シャッターボタン半巧し 

露出 補正 

±21/3ステップ刻み 

フィルム感度 

手動セット ISO 吕已〜3吕〇日 （1/3 ステップ刻み） 

フィルム装てん 

手動 

フィルム 給送 

ダイヤル式巻さ上げ 

巻き上げ角度:最大442°〜最小23が 

フィルムカウンター 

機械式 

12日/220フィルム両用フィルム圧板スライドで120/220フィルムのカウンター自動切り替え 
日 X 7 cm /目 X 色 cm 判画面サイズ切り替えでカウンター自動切り替え 
裏ぶた開で自動リセット 

電源 

リチウム電池 CR 2 1本 

その他 

云脚ねじ穴、ケーブルレリーズねじ穴、フィルムインジケーターポケット 

大ささ 

178 mm ( W)x 1日日 mm ( H)x 138 mm (日）折りたたみ時: 64 mm ( D ) 

質量 (重さ） 

liO 日0呂情池別） 


ホ仕様•性能は、予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。 

















FUJSfILIVI 


冨±フイルム株式会社 干 107-0052 東京都港区ホ坂 9-7-3 


♦お買い上げ製品についてのお問い合わせは… 

富±フイルムフイルムカメラお客様相談窓口 

ナビ 3 Y トル 査 S 0570-00-2236 

化化山を爪ゴ rf — hiTT 卜 U ぶ註が A の曰れ 


古内》巧で OK ※呼出音の前に NTT より通話料をの目まをおならせします。 

PHS’IP 電話 -NTT ながの固定電話など、ナビダイヤルをご利巧いただけない場合は、 092-432-0307 
受付時間：月曜日〜金曜日9:00〜17:00※止•日■祝日•年末年おを除く 


♦お買い上げ製品の修理受付に関するお問い合わせは… 

フィルムカメラ修理相談窓口 

050-3786-1640 

受付時間：月曜日〜金曜日9:00〜17:40※止•日■祝日•年末年おを除く 

FAX 050-3786-2050 

受イ寸時間： 24時間（返答が応は電話のを付時間と同一です） 

♦富±フイルム製品のお問い合わせは… 

お客； 11 コミュニケーションセンター TEL (03) 5786-1711 

受か時間：月曜日〜金曜日9:30〜17:00 &± ■日■祝日 • 夏き化業日 • 年末年始 • 5月1日を除く 
富±フイルムホームぺージ http://fujifilm.jp 

※富±フイルムグループでは、お客様からのお問い合わせ內容を正巧に巧握するために録音させていただくことがあります。 

※電話等の応巧でお客様から取得した個人情報は、を日、お問いさわせに関するアンケートをお願いする厲じ使用する場合があります。 
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